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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１表示部と、
　前記第１表示部に並ぶ第２表示部と、
　前記第１表示部および前記第２表示部の表示を制御する制御部と、
　前記第１表示部および前記第２表示部に対する入力を検出する検出部と、
　前記第１表示部および前記第２表示部の少なくとも一方に表示され、前記第１表示部お
よび前記第２表示部による表示形態を切り替える操作を受け付ける操作部と、を備え、
　前記制御部は、
　　前記操作部への操作に対する入力が前記検出部により検出されると、前記操作部が受
け付けた操作に基づいて、前記表示形態を、１つのプログラムに係る実行画面を前記第１
表示部および前記第２表示部に表示する第１形態と、２つのプログラムに係る一方の実行
画面を前記第１表示部に、他方の実行画面を前記第２表示部に表示する第２形態との間で
切り替え、
　　さらに、前記第２形態において前記第１表示部および前記第２表示部に表示されたプ
ログラムに係る少なくとも一方の実行画面に、前記操作部としてハイパーリンクが設定さ
れている場合に、前記ハイパーリンクへの操作に対応する入力が前記検出部により検出さ
れると、前記第１表示部に設定された前記ハイパーリンクへの操作であるときには、前記
ハイパーリンクに基づいて起動したプログラムに係る実行画面を前記第２表示部に表示さ
せ、前記第２表示部に設定された前記ハイパーリンクへの操作であるときには、前記ハイ
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パーリンクに基づいて起動したプログラムに係る実行画面を前記第１表示部に表示させる
、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の携帯端末装置において、
　前記操作部は、前記第１表示部に対応する第１操作部と、前記第２表示部に対応する第
２操作部とを含み、
　前記制御部は、
　　前記表示形態が前記第２形態にあるときに前記第１操作部が操作を受け付けると、前
記第２形態において前記第１表示部に実行画面が表示されていたプログラムに係る実行画
面を、前記第１表示部および前記第２表示部に表示させ、
　　前記表示形態が前記第２形態にあるときに前記第２操作部が操作を受け付けると、前
記第２形態において前記第２表示部に実行画面が表示されていたプログラムに係る実行画
面を、前記第１表示部および前記第２表示部に表示させる、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の携帯端末装置において、
　前記制御部は、前記第１形態から前記第２形態へ切り替える操作が受け付けられると、
バックグラウンドで実行されているプログラムに係る実行画面を前記第２表示部に表示さ
せる、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の携帯端末装置において、
　前記制御部は、前記第１形態から前記第２形態へ切り替える操作が受け付けられたとき
に、前記バックグラウンドで実行されているプログラムがなければ、予め定められたプロ
グラムを起動し、起動したプログラムに係る実行画面を前記第２表示部に表示させる、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項５】
　請求項３または４に記載の携帯端末装置において、
　前記制御部は、前記第１形態から前記第２形態へ切り替える操作が受け付けられたとき
に、前記バックグラウンドで実行されているプログラムが複数あれば、バックグラウンド
で実行されている、操作履歴が最も新しいプログラムに係る実行画面を前記第２表示部に
表示させる、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項６】
　請求項１ないし５の何れか一項に記載の携帯端末装置において、
　前記制御部は、前記ハイパーリンクへの操作に対応する入力が前記検出部により検出さ
れると、ダイアログボックスを表示し、当該ダイアログボックスを用いて前記ハイパーリ
ンクに基づく新たなウィンドウを開く操作が行われた場合に、前記ハイパーリンクに基づ
く実行画面の表示を行う、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の携帯端末装置において、
　前記制御部は、前記操作部が表示されていない状態において、所定の呼出し操作に対応
する入力が前記検出部により検出されると、前記操作部を表示させる、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の携帯端末装置において、
　前記制御部は、前記検出部により入力位置の移動が検出されると、前記呼出し操作がな
されたとして前記操作部を表示させる、
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ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項９】
　請求項１ないし８の何れか一項に記載の携帯端末装置において、
　前記第１表示部と前記第２表示部のうち一方の表示部が外部に露出する第１状態と両方
の表示部が外部に露出する第２状態に切り替えるための切替部をさらに備え、
　前記制御部は、前記操作部が表示された状態において、前記第２状態から前記第１状態
に切り替えられると、前記操作部を消す、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項１０】
　請求項１ないし８の何れか一項に記載の携帯端末装置において、
　前記第１表示部と前記第２表示部のうち一方の表示部が外部に露出する第１状態と両方
の表示部が外部に露出する第２状態に切り替えるための切替部と、
　記憶部と、をさらに備え、
　前記制御部は、前記第２状態から前記第１状態に切り替えられるときに、前記第２状態
のときの前記表示形態を前記記憶部に記憶するとともに、前記第１状態から前記第２状態
に切り替えられると、前記記憶部に記憶された前記表示形態となるよう前記第１表示部お
よび前記第２表示部を制御する、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項１１】
　第１表示部と、前記第１表示部に並ぶ第２表示部と、前記第１表示部および前記第２表
示部に対する入力を検出する検出部と、を備え、前記第１表示部および前記第２表示部に
よる表示形態を切り替える操作を受け付ける操作部が前記第１表示部および前記第２表示
部の少なくとも一方に表示され、前記操作部への操作に対応する入力が前記検出部により
検出される携帯端末装置のコンピュータに、
　前記操作部が受け付けた操作に基づいて、前記表示形態を、１つのプログラムに係る実
行画面を前記第１表示部および前記第２表示部に表示する第１形態と、２つのプログラム
に係る一方の実行画面を前記第１表示部に、他方の実行画面を前記第２表示部に表示する
第２形態との間で切り替える機能を付与するプログラムであって、
　前記表示形態を切り替える機能は、前記第２形態において前記第１表示部および前記第
２表示部に表示されたプログラムに係る少なくとも一方の実行画面に、前記操作部として
ハイパーリンクが設定されている場合に、前記ハイパーリンクへの操作に対応する入力が
前記検出部により検出されると、前記第１表示部に設定された前記ハイパーリンクへの操
作であるときには、前記ハイパーリンクに基づいて起動したプログラムに係る実行画面を
前記第２表示部に表示させ、前記第２表示部に設定された前記ハイパーリンクへの操作で
あるときには、前記ハイパーリンクに基づいて起動したプログラムに係る実行画面を前記
第１表示部に表示させる機能を含む、
ことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話機やＰＤＡ（Personal Digital Assistant）、タブレットＰＣ（Ta
blet PC）等の携帯端末装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯電話機等の携帯端末装置において、２つのディスプレイを備えるものが提案
されている。２つのディスプレイは、たとえば、互いに並ぶように配され得る（たとえば
、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開平９－３０５２６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、携帯端末装置では、複数のアプリケーションプログラム（以下、単に「アプ
リケーション」という）が並行して実行され得る。上記のように、携帯端末装置が２つの
ディスプレイを備える場合、実行されている２つのアプリケーションのそれぞれの実行画
面を、２つのディスプレイにそれぞれ表示させ得る。以下、この表示形態を「２画面表示
」と称する。
【０００５】
　一方、実行されている１つのアプリケーションの実行画面を、２つのディスプレイの表
示面を一体化させた１つの大きな表示面に表示させ得る。以下、この表示形態を「フル画
面表示」と称する。
【０００６】
　上記のような構成において、２画面表示とフル画面表示との間で表示形態を容易に切り
替えることができれば、ユーザに対する利便性が大きく向上し得る。
【０００７】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、２画面表示とフル画面表示と
の間で、表示形態を容易に切り替えることができる携帯端末装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明の第１の態様に係る携帯端末装置は、第１表示部と、前記第１表示部に並ぶ第２表
示部と、前記第１表示部および前記第２表示部の表示を制御する制御部と、前記第１表示
部および前記第２表示部に対する入力を検出する検出部と、前記第１表示部および前記第
２表示部の少なくとも一方に表示され、前記第１表示部および前記第２表示部による表示
形態を切り替える操作を受け付ける操作部と、を備える。ここで、前記制御部は、前記操
作部への操作に対する入力が前記検出部により検出されると、前記操作部が受け付けた操
作に基づいて、前記表示形態を、１つのプログラムに係る実行画面を前記第１表示部およ
び前記第２表示部に表示する第１形態と、２つのプログラムに係る一方の実行画面を前記
第１表示部に、他方の実行画面を前記第２表示部に表示する第２形態との間で切り替える
。さらに、制御部は、前記第２形態において前記第１表示部および前記第２表示部に表示
されたプログラムに係る少なくとも一方の実行画面に、前記操作部としてハイパーリンク
が設定されている場合に、前記ハイパーリンクへの操作に対応する入力が前記検出部によ
り検出されると、前記第１表示部に設定された前記ハイパーリンクへの操作であるときに
は、前記ハイパーリンクに基づいて起動したプログラムに係る実行画面を前記第２表示部
に表示させ、前記第２表示部に設定された前記ハイパーリンクへの操作であるときには、
前記ハイパーリンクに基づいて起動したプログラムに係る実行画面を前記第１表示部に表
示させる。
【０００９】
　第１の態様に係る携帯端末装置において、前記操作部は、前記第１表示部に対応する第
１操作部と、前記第２表示部に対応する第２操作部とを含むような構成とされ得る。この
場合、前記制御部は、前記表示形態が前記第２形態にあるときに前記第１操作部が操作を
受け付けると、前記第２形態において前記第１表示部に実行画面が表示されていたプログ
ラムに係る実行画面を、前記第１表示部および前記第２表示部に表示させる。一方、前記
制御部は、前記表示形態が前記第２形態にあるときに前記第２操作部が操作を受け付ける
と、前記第２形態において前記第２表示部に実行画面が表示されていたプログラムに係る
実行画面を、前記第１表示部および前記第２表示部に表示させる。
【００１０】
　第１の態様に係る携帯端末装置において、前記制御部は、前記第１形態から前記第２形
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態へ切り替える操作が受け付けられると、バックグラウンドで実行されているプログラム
に係る実行画面を前記第２表示部に表示させるような構成とされ得る。
【００１１】
　このような構成とされた場合、さらに、前記制御部は、前記第１形態から前記第２形態
へ切り替える操作が受け付けられたときに、前記バックグラウンドで実行されているプロ
グラムがなければ、予め定められたプログラムを起動し、起動したプログラムに係る実行
画面を前記第２表示部に表示させるような構成とされ得る。また、前記制御部は、前記第
１形態から前記第２形態へ切り替える操作が受け付けられたときに、前記バックグラウン
ドで実行されているプログラムが複数あれば、バックグラウンドで実行されている、操作
履歴が最も新しいプログラムに係る実行画面を前記第２表示部に表示させるような構成と
され得る。
【００１２】
　第１の態様に係る携帯端末装置において、前記制御部は、前記ハイパーリンクへの操作
に対応する入力が前記検出部により検出されると、ダイアログボックスを表示し、当該ダ
イアログボックスを用いて前記ハイパーリンクに基づく新たなウィンドウを開く操作が行
われた場合に、前記ハイパーリンクに基づく実行画面の表示を行うような構成とされ得る
。
【００１３】
　このような構成とされた場合、前記制御部は、前記操作部が表示されていない状態にお
いて、所定の呼出し操作に対応する入力が前記検出部により検出されると、前記操作部を
表示させるような構成とされ得る。たとえば、前記制御部は、前記検出部により入力位置
の移動が検出されると、前記呼出し操作がなされたとして前記操作部を表示させる。
【００１５】
　第１の態様に係る携帯端末装置において、前記第１表示部と前記第２表示部のうち一方
の表示部が外部に露出する第１状態と両方の表示部が外部に露出する第２状態に切り替え
るための切替部がさらに備えられ得る。この場合、前記制御部は、前記操作部が表示され
た状態において、前記第２状態から前記第１状態に切り替えられると、前記操作部を消す
。
【００１６】
　第１の態様に係る携帯端末装置において、前記第１表示部と前記第２表示部のうち一方
の表示部が外部に露出する第１状態と両方の表示部が外部に露出する第２状態に切り替え
るための切替部と、記憶部と、がさらに備えられ得る。この場合、前記制御部は、前記第
２状態から前記第１状態に切り替えられるときに、前記第２状態のときの前記表示形態を
前記記憶部に記憶するとともに、前記第１状態から前記第２状態に切り替えられると、前
記記憶部に記憶された前記表示形態となるよう前記第１表示部および前記第２表示部を制
御する。
【００１７】
　本発明の第２の態様に係るプログラムは、第１表示部と、前記第１表示部に並ぶ第２表
示部と、前記第１表示部および前記第２表示部に対する入力を検出する検出部と、を備え
、前記第１表示部および前記第２表示部による表示形態を切り替える操作を受け付ける操
作部が前記第１表示部および前記第２表示部の少なくとも一方に表示され、前記操作部へ
の操作に対応する入力が前記検出部により検出される携帯端末装置のコンピュータに、前
記操作部が受け付けた操作に基づいて、前記表示形態を、１つのプログラムに係る実行画
面を前記第１表示部および前記第２表示部に表示する第１形態と、２つのプログラムに係
る一方の実行画面を前記第１表示部に、他方の実行画面を前記第２表示部に表示する第２
形態との間で切り替える機能を付与するプログラムであって、前記表示形態を切り替える
機能は、前記第２形態において前記第１表示部および前記第２表示部に表示されたプログ
ラムに係る少なくとも一方の実行画面に、前記操作部としてハイパーリンクが設定されて
いる場合に、前記ハイパーリンクへの操作に対応する入力が前記検出部により検出される
と、前記第１表示部に設定された前記ハイパーリンクへの操作であるときには、前記ハイ
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パーリンクに基づいて起動したプログラムに係る実行画面を前記第２表示部に表示させ、
前記第２表示部に設定された前記ハイパーリンクへの操作であるときには、前記ハイパー
リンクに基づいて起動したプログラムに係る実行画面を前記第１表示部に表示させる機能
を含む。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、２画面表示とフル画面表示との間で、表示形態を容易に切り替えるこ
とができる携帯端末装置を提供することができる。
【００１９】
　本発明の効果ないし意義は、以下に示す実施の形態の説明により更に明らかとなろう。
ただし、以下の実施の形態は、あくまでも、本発明を実施化する際の一つの例示であって
、本発明は、以下の実施の形態に記載されたものに何ら制限されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】実施の形態に係る携帯電話機の構成を示す図である。
【図２】実施の形態に係る携帯電話機を閉じた状態から開いた状態へ切り替えるための操
作について説明するための図である。
【図３】実施の形態に係る携帯電話機の全体構成を示すブロック図である。
【図４】実施の形態に係る第１表示面および第２表示面にランチャー画面が表示され、ラ
ンチャー画面での操作によりアプリケーションが実行された状態を示す図である。
【図５】実施の形態に係るフル画面表示から２画面表示へ表示形態を切り替えるための表
示制御の処理手順を示すフローチャートである。
【図６】実施の形態に係る図５の表示制御が実行されたときの画面表示の遷移状態を表す
図である。
【図７】実施の形態に係る２画面表示からフル画面表示へ表示形態を切り替えるための表
示制御の処理手順を示すフローチャートである。
【図８】実施の形態に係る図７の表示制御が実行されたときの画面表示の遷移状態を表す
図である。
【図９】実施の形態に係るリンク画像への操作に基づいてフル画面表示から２画面表示へ
表示形態を切り替えるための表示制御の処理手順を示すフローチャートである。
【図１０】実施の形態に係る図９の表示制御が実行されたときの画面表示の遷移状態を表
す図である。
【図１１】実施の形態に係る携帯電話機が開状態から閉状態に移行したとき、および閉状
態から開状態に移行したときの表示切替制御を示すフローチャートである。
【図１２】実施の形態に係る図１１の表示切替制御が実行されたときの画面表示の遷移状
態を表す図である。
【図１３】実施の形態に係る閉状態でのリンク画像への操作に基づいてフル画面表示から
２画面表示へ表示形態を切り替えるための表示制御の処理手順を示すフローチャートであ
る。
【図１４】実施の形態に係る図１３の表示制御が実行されたときの画面表示の遷移状態を
表す図である。
【図１５】実施の形態に係る表示形態が２画面表示であるときにリンク画像への操作がな
されたときの表示切替制御を示すフローチャートである。
【図１６】実施の形態に係る図１５の表示切替制御が実行されたときの画面表示の遷移状
態を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００２２】
　＜携帯電話機の構成＞
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　図１は、携帯電話機１の構成を示す分解斜視図である。携帯電話機１は、第１キャビネ
ット１０と、第２キャビネット２０と、これら第１キャビネット１０および第２キャビネ
ット２０を保持する保持体３０とで構成されている。
【００２３】
　第１キャビネット１０は、横長の直方体形状を有する。第１キャビネット１０には、第
１タッチパネルＴＰ１が配されている。第１タッチパネルＴＰ１は、第１ディスプレイ１
１および第１タッチセンサ１２を含む。第１タッチパネルＴＰ１の表面は、図示しない保
護カバーに覆われている。
【００２４】
　第１ディスプレイ１１は、第１液晶パネル１１ａおよび第１液晶パネル１１ａを照明す
る第１バックライト１１ｂで構成されている（図３参照）。第１液晶パネル１１ａの前面
に第１表示面１１ｃが設けられおり、第１表示面１１ｃに画像(画面)が表示される。第１
バックライト１１ｂは１つまたは複数の光源を含む。第１ディスプレイ１１の上に、第１
タッチセンサ１２が重ねられて配されている。
【００２５】
　第１タッチセンサ１２は、第１ディスプレイ１１に対する入力を検出する。第１タッチ
センサ１２は、透明な長方形状のシートであり、第１ディスプレイ１１の第１表示面１１
ｃを覆う。第１タッチセンサ１２は、マトリクス状に配された第１透明電極と第２透明電
極とを備えている。第１タッチセンサ１２は、これら透明電極間の静電容量の変化を検出
することによって、ユーザが触れた第１表示面１１ｃ上の位置を検出し、その位置に応じ
た位置信号を出力する。なお、本実施の形態において、ユーザが第１表示面１１ｃ上を触
れるとは、たとえば、ユーザがペンなどの接触部材や指を第１表示面１１ｃ上に完全に触
れることのみならず、第１表示面１１ｃ近接させることをも含む。
【００２６】
　ユーザは、指などを第１表示面１１ｃに触れることにより、第１表示面１１ｃに対して
、「タップ」、「スライド」、「フリック」、「ロングタップ」などの各種の操作を行う
ことができる。ここで、「タップ」とは、ユーザが接触部材や指で第１表示面１１ｃを軽
くたたくような動作であり、接触部材や指を第１表示面１１ｃに接触してから短時間で表
示面１１ｃから離す動作を言う。「スライド」とは、ユーザが接触部材や指を第１表示面
１１ｃに接触したまま動かす動作を言う。「フリック」とは、ユーザが接触部材や指によ
って第１表示面１１ｃを素早く弾くような操作であり、接触部材や指を、第１表示面１１
ｃに接触したまま短時間に所定距離以上動かす動作を言う。「ロングタップ」とは、ユー
ザが接触部材や指で第１表示面１１ｃの同じ位置を所定時間（タップに比べて長い時間）
以上接触し続ける動作を言う。
【００２７】
　第１キャビネット１０の内部には、中央やや後ろ位置にカメラモジュール１３が配され
ている。このカメラモジュール１３における被写体像を取り込むためのレンズ窓（図示せ
ず）が、第１キャビネット１０の下面に設けられている。
【００２８】
　また、第１キャビネット１０の内部には、前面近傍の中央位置に磁石１４が配されてお
り、右前角部に磁石１５が配されている。
【００２９】
　さらに、第１キャビネット１０の右側面および左側面には、突起部１６、１７が設けら
れている。
【００３０】
　第２キャビネット２０は、横長の直方体形状であって、第１キャビネット１０とほぼ同
じ形状と大きさを有する。第２キャビネット２０には、第２タッチパネルＴＰ２が配され
ている。第２タッチパネルＴＰ２は、第２ディスプレイ２１および第２タッチセンサ２２
を含む。第２タッチパネルＴＰ２の表面は、図示しない保護カバーに覆われている。
【００３１】
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　第２ディスプレイ２１は、第２液晶パネル２１ａおよび、第２液晶パネル２１ａを照明
する第２バックライト２１ｂで構成されている（図３参照）。第２液晶パネル２１ａの前
面に第２表示面２１ｃが設けられおり、第２表示面２１ｃに画像(画面)が表示される。第
２バックライト２１ｂは１つまたは複数の光源を含む。第２ディスプレイ２１の上に、第
２タッチセンサ２２が重ねられて配されている。
【００３２】
　なお、第１ディスプレイ１１および第２ディスプレイ２１は、有機ＥＬ等他の表示素子
により構成されてもよい。
【００３３】
　第２タッチセンサ２２は、第２ディスプレイ２１に対する入力を検出する。第２タッチ
センサ２２の構成は、第１タッチセンサ１２と同様である。ユーザは、指などを第２表示
面２１ｃに触れることにより、第２表示面２１ｃに対して、「タップ」、「スライド」、
「フリック」、「ロングタップ」などの各種の操作を行うことができる。
【００３４】
　第２キャビネット２０の内部には、後面近傍の中央位置に磁石２３が配されている。
この磁石２３と第１キャビネット１０の磁石１４とは、後述する開状態で互いに引き合う
よう構成されている。なお、磁石２３または磁石１４のいずれか一方の磁力が十分大きけ
れば、他方の磁石を磁性体に代えてもよい。
【００３５】
　第２キャビネット２０の内部において、右前角部には閉鎖センサ２４が配されており、
右後角部には開放センサ２５が配されている。これらセンサ２４、２５は、たとえば、ホ
ールＩＣなどで構成され、磁石１５の磁力に反応して検出信号を出力する。後述する閉状
態で、第１キャビネット１０の磁石１５が閉鎖センサ２４に接近するので、閉鎖センサ２
４からＯＮ信号が出力される。一方、開状態になると、第１キャビネット１０の磁石１５
が開放センサ２５に接近するので、開放センサ２５からＯＮ信号が出力される。
【００３６】
　さらに、第２キャビネット２０の両側面にはそれぞれ２つの軸部２６、２７が設けられ
ている。
【００３７】
　保持体３０は、底板部３１と、底板部３１の右端部に形成された右保持部３２と、底板
部３１の左端部に形成された左保持部３３とで構成されている。
【００３８】
　底板部３１には、３つのコイルバネ３４が左右方向に並ぶように配されている。これら
コイルバネ３４は、第２キャビネット２０が保持体３０に取り付けられた状態において、
第２キャビネット２０の下面に当接し、第２キャビネット２０に対して上方に押し上げる
力を付与する。
【００３９】
　右保持部３２の上面にはマイクロフォン３５（以下、「マイク」という）および電源キ
ー３６が配されている。左保持部３３の上面には、スピーカ３８が配されている。
【００４０】
　また、右保持部３２の外側面には、ハードキーである複数の操作キー３７が配されてい
る。
【００４１】
　右保持部３２および左保持部３３の内側面には、案内溝３９（左保持部３３側のみ図示
）が形成されている。案内溝３９は、上溝３９ａ、下溝３９ｂおよび２つの縦溝３９ｃと
で構成されている。上溝３９ａおよび下溝３９ｂは前後方向に延び、縦溝３９ｃは、上溝
３９ａと下溝３９ｂとを繋ぐように上下に延びる。
【００４２】
　携帯電話機１を組み立てる際には、軸部２６、２７が案内溝３９の下溝３９ｂに挿入さ
れ、第２キャビネット２０が保持体３０の収容領域Ｒ内に配置される。突起部１６、１７
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が案内溝３９の上溝３９ａに挿入され、第１キャビネット１０が第２キャビネット２０の
上に配置され、第１キャビネット１０が保持体３０の収容領域Ｒ内に収まる。
【００４３】
　こうして、底板部３１、右保持部３２および左保持部３３に囲まれた収容領域Ｒの中に
、第１キャビネット１０および第２キャビネット２０が上下に重なった状態で収容される
。この状態では、第１キャビネット１０は、上溝３９ａに案内されて前後にスライド可能
である。第２キャビネット２０は、下溝３９ｂに案内されて前後にスライド可能である。
また、第２キャビネット２０が前方に移動し、軸部２６、２７が縦溝３９ｃまでくると、
第２キャビネット２０は、縦溝３９ｃに案内されて上下にスライド可能となる。
【００４４】
　図２は、携帯電話機１を閉状態から開状態へ切り替えるための操作について説明するた
めの図である。なお、閉状態が本発明の第１状態に相当し、開状態が本発明の第２状態に
相当する。
【００４５】
　図２（ａ）に示す閉状態では、第１キャビネット１０が第２キャビネット２０の上に重
ねられて、携帯電話機１が畳まれる。第２表示面２１ｃが第１キャビネット１０で隠れ、
第１表示面１１ｃのみが外部に露出する。
【００４６】
　図２（ｂ）に示す矢印の方向に、第１キャビネット１０が後方に移動し、図２（ｃ）に
示す矢印の方向に、第２キャビネット２０が前方へ引き出される。第２キャビネット２０
が第１キャビネット１０に完全に重ならなくなると、図１に示す軸部２６、２７が縦溝３
９ｃにくる。これにより、軸部２６、２７が縦溝３９ｃに沿って動き、第２キャビネット
２０は上下に移動可能になる。このとき、コイルバネ３４の弾性力と、磁石１４および磁
石２３の引力とにより、第２キャビネット２０は上昇する。
【００４７】
　図２（ｄ）に示すように、第２キャビネット２０が第１キャビネット１０と密着して並
び、第２キャビネット２０の第２表示面２１ｃが第１表示面１１ｃと同じ高さになる。こ
れにより、携帯電話機１は開状態に切り替えられる。開状態では、第１キャビネット１０
および第２キャビネット２０が広げられて横に並び、第１表示面１１ｃと第２表示面２１
ｃの双方が外部に露出する。
【００４８】
　図３は、携帯電話機１の全体構成を示すブロック図である。本実施の形態の携帯電話機
１は、上述した各構成要素の他、ＣＰＵ１００、メモリ２００、映像エンコーダ３０１、
音声エンコーダ３０２、キー入力回路３０３、通信モジュール３０４、バックライト駆動
回路３０５、映像デコーダ３０６、音声デコーダ３０７、外部スピーカ３０８、バッテリ
ー３０９、電源部３１０、クロック３１１を備えている。
【００４９】
　カメラモジュール１３はＣＣＤ等の撮像素子を有する。カメラモジュール１３は、撮像
素子から出力された撮像信号をデジタル化し、その撮像信号にガンマ補正等の各種補正を
施して映像エンコーダ３０１へ出力する。映像エンコーダ３０１は、カメラモジュール１
３からの撮像信号にエンコード処理を施してＣＰＵ１００へ出力する。
【００５０】
　マイク３５は、集音した音声を音声信号に変換して音声エンコーダ３０２へ出力する。
音声エンコーダ３０２は、マイク３５からのアナログの音声信号をデジタルの音声信号に
変換するとともに、デジタルの音声信号にエンコード処理を施してＣＰＵ１００へ出力す
る。
【００５１】
　キー入力回路３０３は、電源キー３６や操作キー３７が押されたときに、各キーに応じ
た入力信号をＣＰＵ１００へ出力する。
【００５２】
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　通信モジュール３０４は、ＣＰＵ１００からの各種データ（音声データ、画像データ等
）を無線信号に変換し、アンテナ３０４ａを介して基地局へ送信する。また、通信モジュ
ール３０４は、アンテナ３０４ａを介して受信した無線信号を各種データに変換してＣＰ
Ｕ１００へ出力する。
【００５３】
　バックライト駆動回路３０５は、ＣＰＵ１００からの制御信号に応じた駆動信号を第１
バックライト１１ｂおよび第２バックライト２１ｂに供給する。第１バックライト１１ｂ
は、バックライト駆動回路３０５からの駆動信号により点灯し、第１液晶パネル１１ａを
照明する。第２バックライト２１ｂは、バックライト駆動回路３０５からの駆動信号によ
り点灯し、第２液晶パネル２１ａを照明する。
【００５４】
　映像デコーダ３０６は、ＣＰＵ１００からの画像データを第１液晶パネル１１ａおよび
第２液晶パネル２１ａで表示できる画像信号に変換し、これらを液晶パネル１１ａ、２１
ａに出力する。第１液晶パネル１１ａは、画像信号に応じた画像を第１表示面１１ｃに表
示する。第２液晶パネル２１ａは、画像信号に応じた画像を第２表示面２１ｃに表示する
。
【００５５】
　音声デコーダ３０７は、ＣＰＵ１００からの音声信号と、着信音やアラーム音等の各種
報知音の音信号とにデコード処理を施し、さらにアナログの音声信号および音信号に変換
する。スピーカ３８は、音声デコーダ３０７からの音声信号を音声として再生する。外部
スピーカ３０８は、音声デコーダ３０７からの音信号を報知音として再生する。
【００５６】
　バッテリー３０９は、ＣＰＵ１００やＣＰＵ１００以外の各部へ電力を供給するための
ものであり、二次電池からなる。バッテリー３０９は電源部３１０に接続されている。
【００５７】
　電源部３１０は、バッテリー３０９の電圧を各部に必要な大きさの電圧に変換して各部
へ供給する。また、電源部３１０は、外部電源（図示せず）を介して供給された電力をバ
ッテリー３０９へ供給して、バッテリー３０９を充電する。
【００５８】
　クロック３１１は、時間を計測し、計測した時間を応じた信号をＣＰＵ１００へ出力す
る。
【００５９】
　メモリ２００は、ＲＯＭおよびＲＡＭを含む。メモリ２００には、ＣＰＵ１００に制御
機能を付与するための制御プログラムが記憶されている。制御プログラムには、後述する
、第１ディスプレイ１１および第２ディスプレイ２１による表示形態を、２画面表示とフ
ル画面表示との間で切り替える表示制御のためのプログラムが含まれる。
【００６０】
　また、メモリ２００には、カメラモジュール１３で撮影した画像データや通信モジュー
ル３０４を介して外部から取り込んだ各種データなどが所定のファイル形式で保存される
。
【００６１】
　ＣＰＵ１００は、キー入力回路３０３およびタッチセンサ１２、２２からの操作入力信
号に基づき、制御プログラムに従って、カメラモジュール１３、マイク３５、通信モジュ
ール３０４、液晶パネル１１ａ、２１ａ、通話スピーカ３８、外部スピーカ３０８等を動
作させる。これにより、ＣＰＵ１００は、通話のアプリケーション、メールのアプリケー
ション、ウェブブラウザ等の各種アプリケーションを実行する。
【００６２】
　また、ＣＰＵ１００は、メモリ２００に用意されたワークエリア内で、ランチャー画面
や各種アプリケーションの実行画面を生成し、これらの画面を表示するための映像信号を
各ディスプレイ１１、２１出力する。



(11) JP 5580227 B2 2014.8.27

10

20

30

40

50

【００６３】
　さらに、ＣＰＵ１００は、タッチセンサ１２、２２の検出結果に基づいて、表示面１１
ｃ、２１ｃに対する操作がどのような操作であるかを判断する。たとえば、表示面１１ｃ
、２１ｃへの入力が検出された時間が所定の規定時間よりも短く、且つ入力位置の移動が
なければ、ＣＰＵ１００は、表示面１１ｃ、２１ｃがタップされたと判断する。また、入
力位置が単位時間（たとえば、５０ｍｓ）に所定距離（たとえば、５０ピクセル）以上移
動すれば、ＣＰＵ１００は、表示面１１ｃ、２１ｃがフリックされたと判断する。さらに
、入力位置が移動したが、単位時間に所定距離未満の移動であれば、ＣＰＵ１００は、表
示面１１ｃ、２１ｃがスライドされたと判断する。また、表示面１１ｃ、２１ｃへの入力
が検出された時間が所定の規定時間（タップにおける規定時間より長い）よりも長く、且
つ入力位置の移動がなければ、ＣＰＵ１００は、表示面１１ｃ、２１ｃがロングタップさ
れたと判断する。
【００６４】
　＜携帯電話機の機能＞
　図４（ａ）は、第１表示面１１ｃおよび第２表示面２１ｃにランチャー画面が表示され
た状態を示す図である。図４（ｂ）は、第１表示面１１ｃおよび第２表示面２１ｃに、ラ
ンチャー画面での操作により起動されたアプリケーションの実行画面が表示された状態を
示す図である。
【００６５】
　図４（ａ）に示すように、ランチャー画面には、各種のアプリケーションにそれぞれ対
応するアイコンＭ１が表示されている。アプリケーションは、予め携帯電話機１備えられ
ているアプリケーション以外にも、インターネットを通じたダウンロード等により入手可
能であり、入手されたアプリケーションは、インストールにより携帯電話機１に追加され
る。
【００６６】
　また、ランチャー画面には、受信状態を示すアンテナマークＭ２およびバッテリーの残
量を示す残量マークＭ３が表示されている。ユーザは、アンテナマークＭ２により受信状
態を確認でき、残量マークＭ３によりバッテリーの残量を確認することができる。
【００６７】
　ユーザは、複数のアイコンＭ１の中から、所望のアイコンＭ１を指などでタップするこ
とにより、所望のアプリケーションを起動することができる。
【００６８】
　メモリ２００には、各アイコンＭ１と表示面１１ｃ、２１ｃ上での各アイコンＭ１の位
置とを対応付けるアイコン対応テーブル、および各アイコンＭ１と各アプリケーションと
を対応付けるアプリ対応テーブルが記憶されている。ＣＰＵ１００は、アイコンＭ１がタ
ップされると、タップされた位置に基づいて、アイコン対応テーブルを用いて、タップさ
れたアイコンＭ１を特定する。さらに、アプリ対応テーブルを用いて、タップされたアイ
コンＭ１に対応するアプリケーションを特定し、そのアプリケーションを起動する。
【００６９】
　アプリケーションが起動されると、その実行画面が第１表示面１１ｃおよび第２表示面
２１ｃに表示される。たとえば、ウェブブラウザが起動された場合、図４（ｂ）に示すよ
うに、ＵＲＬに基づくウェブページが第１表示面１１ｃおよび第２表示面２１ｃに表示さ
れる。
【００７０】
　なお、アプリケーションの実行画面が１つの表示面に対応するサイズである場合には、
第１表示面１１ｃまたは第２表示面２１ｃの一方に実行画面が表示される。この場合、他
方には、たとえば、引き続きランチャー画面が表示される。
【００７１】
　さらに、ユーザは、第１表示面１１ｃおよび第２表示面２１ｃにおいてアプリケーショ
ンが実行されているときに、新たなアプリケーションを起動することができる。ユーザに
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より、ランチャー画面を呼び出すための操作キー３７が押されると、現在のアプリケーシ
ョンがバックグラウンドにて実行されたまま、再び図４（ａ）に示すランチャー画面が表
示される。このランチャー画面において、新たなアイコンＭ１がタップされると、新たな
アプリケーションが起動して、その実行画面が第１表示面１１ｃおよび第２表示面２１ｃ
に表示される。このとき、先のアプリケーションは、一時的な停止状態（ポーズ状態）と
はなるものの、バックグラウンドで引き続き実行される。
【００７２】
　さて、本実施の形態では、ユーザは、第１ディスプレイ１１および第２ディスプレイ２
１による表示形態を、フル画面表示と２画面表示との間で切り替えることができる。なお
、フル画面表示の表示形態が、本発明の第１形態に相当し、２画面表示の表示形態が、本
発明の第２形態に相当する。
【００７３】
　図５は、フル画面表示から２画面表示へ表示形態を切り替えるための表示制御の処理手
順を示すフローチャートである。図６は、図５の表示制御が実行されたときの画面表示の
遷移状態を表す図である。
【００７４】
　表示形態がフル画面表示である場合に図５の表示制御が実行される。図５を参照して、
ＣＰＵ１００は、第１表示面１１ｃまたは第２表示面２１ｃがフリックされたか否かを監
視する（Ｓ１０１）。
【００７５】
　図６の（画面１）に示すように、フル画面表示の状態、即ち、所定のアプリケーション
の実行画面、たとえば、ウェブページが第１表示面１１ｃおよび第２表示面２１ｃの双方
に表示されている状態から、２画面表示の状態に切り替えたい場合、ユーザは、一方の表
示面をフリックする。
【００７６】
　第１表示面１１ｃまたは第２表示面２１ｃがフリックされると（Ｓ１０１：ＹＥＳ）、
図６の（画面２）に示すように、ＣＰＵ１００は、フリックされた表示面にセパレートキ
ーＫ１を表示させる（Ｓ１０２）。そして、セパレートキーＫ１がタップされたか否かを
監視する（Ｓ１０３）。
【００７７】
　ユーザは、２画面表示に切り替えるべく、セパレートキーＫ１をタップする。セパレー
トキーＫ１がタップされると（Ｓ１０３：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１００は、バックグラウンド
でアプリケーションが実行されているか否かを判定する（Ｓ１０４）。そして、ハックグ
ラウンドでアプリケーションが実行されていれば（Ｓ１０４：ＹＥＳ）、それが複数であ
るか否かを判定する（Ｓ１０５）。
【００７８】
　バックグラウンドで実行されているアプリケーションが１つであれば（Ｓ１０５：ＮＯ
）、ＣＰＵ１００は、そのアプリケーションの実行画面を第２表示面２１ｃに表示させる
（Ｓ１０６）。たとえば、バックグラウンドにおいて、フォアグラウンドとは別のウェブ
ページを表示するウェブブラウザが起動されていた場合には、図６の（画面３）に示すよ
うに、先に表示されていたウェブページが第１表示面１１ｃに表示され、新たなウェブペ
ージが第２表示面２１ｃに表示される。
【００７９】
　一方、バックグラウンドで実行されているアプリケーションが複数あれば（Ｓ１０５：
ＹＥＳ）、ＣＰＵ１００は、アプリケーションを起動するための操作を含め、操作履歴が
最も新しいアプリケーションの実行画面を第２表示面２１ｃに表示させる（Ｓ１０７）。
たとえば、図６の（画面４）に示すように、先に表示されていたウェブページが第１表示
面１１ｃに表示され、バックグラウンドで準備されていた、操履歴の最も新しいウェブペ
ージが第２表示面２１ｃに表示される。
【００８０】
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　セパレートキーＫ１がタップされたときに、バックグラウンドでアプリケーションが１
つも実行されていない場合もある。ＣＰＵ１００は、ステップＳ１０４において、バック
グラウンドで実行されているアプリケーションがないと判定すると（Ｓ１０４：ＮＯ）、
所定のアプリケーションを新たに起動し、そのアプリケーションの実行画面を第２表示面
２１ｃに表示させる（Ｓ１０８）。
【００８１】
　たとえば、ＣＰＵ１００は、先に実行されていたアプリケーションが、ウェブブラウザ
等、多重起動できるアプリケーションであれば、同じアプリケーションを起動し、その実
行画面を第２表示面２１ｃに表示させる。たとえば、図６の（画面１）のように、先にウ
ェブページが開かれていれば、図６の（画面４）に示すように、予め定められたＵＲＬに
基づく新たなウェブページが開かれ、そのウェブページが第２表示面２１ｃに表示される
。なお、「多重起動」とは、既に実行されているアプリケーションと同じアプリケーショ
ンを起動することを言う。
【００８２】
　また、たとえば、ＣＰＵ１００は、先に実行されていたアプリケーションが、多重起動
できないアプリケーションであれば、そのアプリケーションとは別の予め定められたアプ
リケーションを起動し、その実行画面を第２表示面２１ｃに表示させる。この場合、先に
実行されていたプリケーションと機能的に関連するアプリケーション、たとえば、先に実
行されていたのがメールのアプリケーションであれば、電話帳のアプリケーションが起動
される。なお、フル画面表示されているアプリケーションが多重起動できないものである
場合、バックグラウンドで実行されているアプリケーションがないときには、セパレート
キーＫ１が表示されない構成とされても良い。また、セパレートキーＫ１が押されても、
２画面表示の状態に切替わらない構成とされても良い。
【００８３】
　なお、ＣＰＵ１００は、ステップＳ１０３において、セパレートキーＫ１がタップされ
なければ（Ｓ１０３：ＮＯ）、所定の制限時間（たとえば、３秒間）が経過したか否かを
判定する（Ｓ１１１）。ユーザによりセパレートキーＫ１がタップされないまま、制限時
間が経過すれば（Ｓ１１１：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１００は、セパレートキーＫ１を表示面か
ら消す。そして、ステップＳ１０１の処理に戻り、表示面１１ｃ、２１ｃに対するフリッ
クを監視する。
【００８４】
　図７は、２画面表示からフル画面表示へ表示形態を切り替えるための表示制御の処理手
順を示すフローチャートである。図８は、図７の表示制御が実行されたときの画面表示の
遷移状態を表す図である。
【００８５】
　表示形態が２画面表示である場合に図７の表示制御が実行される。図７を参照して、Ｃ
ＰＵ１００は、第１表示面１１ｃまたは第２表示面２１ｃがフリックされたか否かを監視
する（Ｓ２０１）。
【００８６】
　図８の（画面１）に示すように、２画面表示の状態、即ち、２つのアプリケーションの
それぞれの実行画面、たとえば、異なるウェブページが第１表示面１１ｃおよび第２表示
面２１ｃのそれぞれに表示されている状態から、フル画面表示の状態に切り替えたい場合
、ユーザは、フル画面表示の対象となる実行画面が表示された表示面をフリックする。
【００８７】
　第１表示面１１ｃまたは第２表示面２１ｃがフリックされると（Ｓ２０１：ＹＥＳ）、
ＣＰＵ１００は、フリックされた表示面にフル画面キーＫ２を表示させる（Ｓ２０２）。
たとえば、第１表示面１１ｃがフリックされると、図８の（画面２）に示すように、第１
表示面１１ｃにフル画面キーＫ２が表示される。
【００８８】
　ＣＰＵ１００は、フル画面キーＫ２がタップされたか否かを監視する（Ｓ２０３）。フ
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ル画面表示に切り替えるべく、ユーザによってフル画面キーＫ２がタップされると（Ｓ２
０３：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１００は、タップされた表示面に表示されたアプリケーションの
実行画面を第１表示面１１ｃおよび第２表示面２１ｃに表示させる（Ｓ２０４）。たとえ
ば、第１表示面１１ｃに表示されたフル画面キーＫ２がタップされると、図８の（画面３
）に示すように、第１表示面１１ｃに表示されていたウェブページが第１表示面１１ｃお
よび第２表示面２１ｃに表示される。
【００８９】
　なお、ＣＰＵ１００は、ステップＳ２０３において、フル画面キーＫ２がタップされな
ければ（Ｓ２０３：ＮＯ）、所定の制限時間（たとえば、３秒間）が経過したか否かを判
定する（Ｓ２０５）。ユーザによりフル画面キーＫ２がタップされないまま、制限時間が
経過すれば（Ｓ２０５：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１００は、フル画面キーＫ２を表示面から消す
。そして、ステップＳ２０１の処理に戻り、表示面１１ｃ、２１ｃに対するフリックを監
視する。
【００９０】
　次に、本実施の形態では、携帯電話機１が開かれ、フル画面表示がなされた状態におい
て、第１表示面１１ｃおよび第２表示面２１ｃに表示された実行画面にハイパーリンクが
設定されている場合に、ユーザは、ハイパーリンクが設定された画像（テキスト、絵、写
真等）への操作により、フル画面表示から２画面表示へ表示形態を切り替えることができ
る。以下、ハイパーリンクが設定された画像を、「リンク画像」という。
【００９１】
　図９は、リンク画像への操作に基づいてフル画面表示から２画面表示へ表示形態を切り
替えるための表示制御の処理手順を示すフローチャートである。図１０は、図９の表示制
御が実行されたときの画面表示の遷移状態を表す図である。
【００９２】
　図１０の（画面１）に示すように、第１表示面１１ｃおよび第２表示面２１ｃに表示さ
れた実行画面、たとえばウェブページに、ハイパーリンクが設定されている場合、ＣＰＵ
１００は、実行画面上のリンク画像がロングタップされたか否か検出する（Ｓ３０１）。
【００９３】
　ユーザは、２画面表示を行う場合には、リンク画像をロングタップする。リンク画像が
ロングタップされると（Ｓ３０１：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１００は、図１０の（画面２）に示
すように、第２表示面２１ｃにダイアログボックスＤ１を表示させる（Ｓ３０２）。ダイ
アログボックスＤ１には、ユーザが選択できる複数の選択項目が表示される。選択項目に
は、「Ｏｐｅｎ　ｉｎ　ｎｅｗ　ｗｉｎｄｏｗ」の項目が含まれる。なお、ダイアログボ
ックスＤ１は、第１表示面１１ｃに表示されても良い。
【００９４】
　ユーザは、ダイアログボックスＤ１の選択項目から「Ｏｐｅｎ　ｉｎ　ｎｅｗ　ｗｉｎ
ｄｏｗ」の項目を選んでタップする。これにより、ＣＰＵ１００は、ハイパーリンクに基
づく新たなウインドウを開く操作がなされたと判定する（Ｓ３０３：ＹＥＳ）。
【００９５】
　メモリ２００には、参照する情報の保存場所、起動するアプリケーション等のハイパー
リンクに関連する情報が記憶されている。ＣＰＵ１００は、メモリ００を参照することに
より、ハイパーリンクに基づくアプリケーションを起動し、その実行画面を第２表示面２
１ｃに表示させる（Ｓ３０４）。たとえば、ハイパーリンクが新たなウェブページを参照
するものである場合には、ウェブブラウザが起動され、図１０の（画面３）に示すように
、参照先のＵＲＬに基づくウェブページが開かれて第２表示面２１ｃに表示される。この
とき、先に表示されていたウェブページは第１表示面１１ｃに引き続き表示される。
【００９６】
　さて、ユーザは、その時々の状況に応じて、携帯電話機１を開いた状態で使用したり、
閉じた状態で使用したりする。本実施の形態では、携帯電話機１が閉じられた場合、開状
態での表示形態が保持され、再び携帯電話機１が開かれると、先に開いていた時の表示形
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態が引き継がれる。
【００９７】
　図１１（ａ）は、携帯電話機１が開状態から閉状態に移行したときの表示切替制御を示
すフローチャートである。図１１（ｂ）は、携帯電話機１が閉状態から開状態に移行した
ときの表示切替制御を示すフローチャートである。図１２は、図１１（ａ）、（ｂ）の表
示切替制御が実行されたときの画面表示の遷移状態を表す図である。図１２（ａ）は、携
帯電話機１が開いた状態のときにフル画面表示の表示形態であった場合の画面表示を示す
。図１２（ｂ）は、携帯電話機１が開いた状態のときに２画面表示の表示形態であった場
合の画面表示を示す。
【００９８】
　図１１（ａ）を参照して、携帯電話機１が開いた状態にあるとき、ＣＰＵ１００は、携
帯電話機１が閉じられたか否かを監視する（Ｓ４０１）。携帯電話機１が閉じられると（
Ｓ４０１：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１００は、開状態における表示形態が、２画面表示であった
か否かを判定する（Ｓ４０２）。ＣＰＵ１００は、２画面表示であれば（Ｓ４０２：ＹＥ
Ｓ）、２画面フラグをセットし（Ｓ４０３）、フル画面表示であれば（Ｓ４０２：ＮＯ）
、２画面フラグをリセットする（Ｓ４０４）。２画面フラグは、開状態での表示形態を保
持するために用いられ、たとえば、メモリ２００に用意されている。
【００９９】
　次に、ＣＰＵ１００は、第２ディスプレイ２１をオフし、第２表示面２１ｃの表示を消
す（Ｓ４０５）。これにより、アプリケーションの実行画面が第１表示面１１ｃのみに表
示される。
【０１００】
　次に、図１１（ｂ）を参照して、携帯電話機１が閉じた状態にあるとき、ＣＰＵ１００
は、携帯電話機１が開かれたか否かを監視する（Ｓ５０１）。携帯電話機１が開かれると
（Ｓ５０１：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１００は、２画面フラグがセットされているか否かを判定
する（Ｓ５０２）。ＣＰＵ１００は、２画面フラグがセットされていれば（Ｓ５０２：Ｙ
ＥS）、開状態での表示形態を２画面表示とし（Ｓ５０３）、２画面フラグがリセットさ
れていれば（Ｓ５０２：ＮＯ）、開状態での表示形態をフル画面表示とする（Ｓ５０４）
。
【０１０１】
　こうして、一旦、携帯電話機１が閉じられ、再び開かれた場合、図１２（ａ）に示すよ
うに、先の開状態において、フル画面表示がなされていれば、再びフル画面表示がなされ
る。一方、図１２（ｂ）に示すように、先の開状態において、２画面表示がなされていれ
ば、再び２画面表示がなされる。
【０１０２】
　次に、本実施の形態では、携帯電話機１が閉じた状態において、第１表示面１１ｃに表
示された実行画面にハイパーリンクが設定されている場合に、ユーザは、リンク画像への
操作により、閉状態から開状態に切替られたときの開状態での表示形態を、フル画面表示
から２画面表示に切り替えることができる。
【０１０３】
　図１３は、閉状態でのリンク画像への操作に基づいてフル画面表示から２画面表示へ表
示形態を切り替えるための表示制御の処理手順を示すフローチャートである。図１４は、
図１３の表示制御が実行されたときの画面表示の遷移状態を表す図である。
【０１０４】
　図１４の（画面１）に示すように、第１表示面１１ｃに表示された実行画面、たとえば
ウェブページにハイパーリンクが設定されている場合、ＣＰＵ１００は、実行画面上のリ
ンク画像がロングタップされたか否か検出する（Ｓ６０１）。
【０１０５】
　ユーザによりリンク画像がロングタップされると（Ｓ６０１：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１００
は、図１４の（画面２）に示すように、第２表示面２１ｃにダイアログボックスＤ１を表
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示させる（Ｓ６０２）。そして、ユーザにより、「Ｏｐｅｎ　ｉｎ　ｎｅｗ　ｗｉｎｄｏ
ｗ」の項目が選ばれると、ＣＰＵ１００は、ハイパーリンクに基づく新たなウインドウを
開く操作がなされたと判定する（Ｓ６０３：ＹＥＳ）。これにより、ＣＰＵ１００は、ハ
イパーリンクに基づくアプリケーションを起動し、その実行画面を第１表示面１１ｃに表
示させる（Ｓ６０４）。たとえば、ハイパーリンクが新たなウェブページを参照するもの
である場合には、ウェブブラウザが起動され、図１４の（画面３）に示すように、参照先
のＵＲＬに基づくウェブページが開かれて第１表示面１１ｃに表示される。なお、先に実
行されていたアプリケーションは、バックグラウンドで引き続き実行される。
【０１０６】
　次に、ＣＰＵ１００は、２画面フラグをセットする（Ｓ６０６）。この状態で、図１１
（ｂ）の処理が実行されると、図１４の（画面４）に示すように、携帯電話機１が開かれ
たときに、２画面表示がなされ、バックグラウンドで実行されていたプリケーションの実
行画面、たとえば、ウェブページが第２表示面２１ｃに表示される。なお、図１４の（画
面１）の状態において、リンク画像が操作されることなく、携帯電話機１が開かれた場合
には、図１４の（画像５）に示すように、フル画面表示がなされる。
【０１０７】
　＜本実施の形態の効果＞
　以上、本実施の形態によれば、ユーザは、セパレートキーＫ１またはフル画面キーＫ２
を操作することにより、画面表示とフル画面表示との間で表示形態を容易に切り替えるこ
とができる。
【０１０８】
　また、本実施の形態によれば、各表示面１１ｃ、２１ｃに対応するようにフル画面キー
Ｋ２が設けられているので、ユーザは、表示面１１ｃ、２１ｃに表示されている実行画面
のうち、所望の実行画面を２画面表示により表示させることができる。また、各フル画面
キーＫ２が、それぞれが対応する表示面１１ｃ、２１ｃに表示されるので、表示面１１ｃ
、２１ｃとフル画面キーＫ２との対応付けがユーザに分かり易い。
【０１０９】
　さらに、本実施の形態によれば、表示形態がフル画面表示から２画面表示に切り替えら
れたときに、バックグラウンドで実行されているアプリケーションがなければ、新たなア
プリケーションが起動され、第２表示面２１ｃに表示される。よって、ユーザは、表示形
態を２画面表示に切り替える際に、新たなアプリケーションを起動する操作がいらない。
【０１１０】
　さらに、本実施の形態によれば、表示形態がフル画面表示から２画面表示に切り替えら
れたときに、バックグラウンドで実行されているアプリケーションが複数あれば、操作履
歴が最も新しいアプリケーションの実行画面が第２表示面２１ｃに表示される。よって、
ユーザが操作する可能性の高いアプリケーションの実行画面を表示することができる。
【０１１１】
　さらに、本実施の形態によれば、実行画面にハイパーリンクが設定されている場合に、
リンク画像に対して特定の操作（ロングタップ）を行うことにより、表示形態がフル画面
表示から２画面表示に切り替わり、ハイパーリンクに基づくアプリケーションの動作画面
が第２表示面２１ｃに表示される。よって、ハイパーリンクが設定された元の実行画面と
、ハイパーリンクに基づく実行画面とを各表示面１１ｃ、２１ｃに表示させたい場合に、
ユーザは、２画面表示に切り替える操作をする必要がない。
【０１１２】
　さらに、本実施の形態によれば、表示面１１ｃ、２１ｃに対してフリックを行うことに
より初めて、セパレートキーＫ１およびフル画面キーＫ２が表示される。よって、セパレ
ートキーＫ１およびフル画面キーＫ２が表示面１１ｃ、２１ｃに表示されることにより、
ユーザによる実行画面の操作または閲覧の邪魔になりにくい。また、ユーザが不用意に表
示面１１ｃ、２１ｃにタッチしただけでは、セパレートキーＫ１およびフル画面キーＫ２
が表示されない。即ち、セパレートキーＫ１およびフル画面キーＫ２を表示するために、
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ユーザは、指などを横に動かす明確な動作が必要となる。よって、誤操作によりセパレー
トキーＫ１およびフル画面キーＫ２が表示されにくい。
【０１１３】
　さらに、本実施の形態によれば、携帯電話機１を閉じても、開状態での表示形態が維持
されるので、ユーザは、携帯電話機１を再び開いたときに、表示形態を変更しなくて済み
やすい。
【０１１４】
　＜その他＞
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上記実施の形態によって何ら制
限されるものではなく、また、本発明の実施形態も上記の他に種々の変更が可能である。
【０１１５】
　たとえば、上記実施の形態では、実行画面にハイパーリンクが設定されている場合に、
リンク画像に対してロングタップすることにより、表示形態がフル画面表示から２画面表
示に切り替えられる。しかしながら、さらに、２画面表示がなされている場合に、何れか
の表示面１１ｃ、２１ｃに表示された実行画面にハイパーリンクが設定されている場合も
あり得る。よって、この場合に、以下に説明する表示制御が実行されても良い。
【０１１６】
　図１５は、表示形態が２画面表示であるときにリンク画像への操作がなされたときの表
示切替制御を示すフローチャートである。図１６は、図１５の表示切替制御が実行された
ときの画面表示の遷移状態を表す図である。図１６（ａ）は、第１表示面１１ｃに表示さ
れた実行画面のリンク画像が操作された場合の画面表示を示す。図１６（ｂ）は、第２表
示面２１ｃに表示された実行画面のリンク画像が操作された場合の画面表示を示す。
【０１１７】
　図１５を参照して、第１表示面１１ｃまたは第２表示面２１ｃに表示された実行画面、
たとえばウェブページにハイパーリンクが設定されている場合、ＣＰＵ１００は、リンク
画像がロングタップされたか否か検出する（Ｓ７０１）。
【０１１８】
　ユーザにより、何れかの表示面１１ｃ、２１ｃに表示されたリンク画像がロングタップ
されると（Ｓ７０１：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１００は、第２表示面２１ｃにダイアログボック
スＤ１を表示させる（Ｓ７０２）。そして、ユーザにより、「Ｏｐｅｎ　ｉｎ　ｎｅｗ　
ｗｉｎｄｏｗ」の項目が選ばれると、ＣＰＵ１００は、ハイパーリンクに基づく新たなウ
インドウを開く操作がなされたと判定する（Ｓ６０３：ＹＥＳ）。これにより、ＣＰＵ１
００は、ハイパーリンクに基づくアプリケーションを起動し、その実行画面を、リンク画
像がロングタップされた実行画面が表示されている表示面と異なる表示面に表示させる（
Ｓ７０４）。
【０１１９】
　このようにして、図１６（ａ）の（画面１）に示すように、第１表示面１１ｃに表示さ
れた実行画面のリンク画像がロングタップされれば、図１６（ａ）の（画面３）に示すよ
うに、ハイパーリンクに基づくアプリケーションの実行画面が第２表示面２１ｃに表示さ
れる。一方、図１６（ｂ）の（画面１）に示すように、第２表示面２１ｃに表示された実
行画面のリンク画像がロングタップされれば、図１６（ｂ）の（画面３）に示すように、
ハイパーリンクに基づくアプリケーションの実行画面が第１表示面１１ｃに表示される。
【０１２０】
　また、上記実施の形態によれば、第１ディスプレイ１１および第２ディスプレイ２１に
よる表示形態を切り替えるための操作部が、第１表示面１１ｃおよび第２表示面２１ｃに
表示されたセパレートキーＫ１およびフル画面キーＫ２、即ち、ソフトキーとされている
。しかしながら、これに限らず、操作部が、操作キー３７等のハードキーとされても良い
。
【０１２１】
　さらに、上記実施の形態では、セパレートキーＫ１およびフル画面キーＫ２を表示面１
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１ｃ、２１ｃに表示させるための呼出し操作がフリックとされている。しかしながら、こ
れに限らず、呼出し操作が、スライドやロングタップとされても良い。さらに、呼出し操
作はタップとされても良いが、この場合、フリックやスライド、ロングタップに比べて、
誤操作の可能性が高くなる。このため、呼出し操作としては、フリックやスライド等、表
示面１１ｃ、２１ｃに対する入力位置が移動する操作が望ましい。
【０１２２】
　また、上記実施の形態では、表示形態がフル画面表示から２画面表示へ切り替えられた
とき、バックグラウンドに実行されているアプリケーションなければ、新たなアプリケー
ションが起動され、そのアプリケーションの実行画面が表示される。しかしながら、バッ
クグラウンドで実行されているアプリケーションの有無に係わらず、表示形態がフル画面
表示から２画面表示へ切り替えられたときには、常に新たなアプリケーションが起動され
、そのアプリケーションの実行画面が表示されるような構成とされても良い。
【０１２３】
　さらに、上記実施の形態では、携帯電話機１が閉じられた後に再び開かれると、先に開
かれていた時の表示形態が引き継がれる。しかしながら、これに限らず、携帯電話機１が
閉じられた後に再び開かれると、表示形態が、予め定められた形態となるような構成とさ
れても良い。たとえば、携帯電話機１が閉じられる前の表示形態が２画面表示であっても
フル画面表示であっても、携帯電話機１が再び開かれた際には、フル画面表示となるよう
にされても良い。
【０１２４】
　また、上記実施の形態では、フリックによりセパレートキーＫ１およびフル画面キーＫ
２が表示される。これらキーＫ１、Ｋ２が表示された状態にあるときに、電話やメールが
着信すると、キーＫ１、Ｋ２は一旦消されて、第１表示面１１ｃおよび第２表示面２１ｃ
には、電話番号などの着信情報を含む着信報知画面が表示される。このとき、セパレート
キーＫ１およびフル画面キーＫ２が消されても、制限時間のカウントは継続して行われる
。よって、着信報知が終了し、第１表示面１１ｃおよび第２表示面２１ｃが元の画面に戻
ったときに、制限時間が経過していれば、セパレートキーＫ１およびフル画面キーＫ２は
消えた状態となる。これに限らず、着信報知中は制限時間のカウントが停止するようにし
たり、着信があると制限時間をリセットしたりすることにより、第１表示面１１ｃおよび
第２表示面２１ｃが元の画面に戻ったときに、必ずセパレートキーＫ１およびフル画面キ
ーＫ２が表示されるようにしても良い。なお、着信報知中は、同じ着信報知画面が、第１
表示面１１ｃおよび第２表示面２１ｃの双方に表示されることが望ましい。
【０１２５】
　さらに、上記実施の形態において、携帯電話機１が開いた状態で、第１表示面１１ｃま
たは第２表示面２１ｃにセパレートキーＫ１が表示されているときに、携帯電話機１が閉
じられる場合がある。この場合、もはや２画面表示には切り替えられないため、ＣＰＵ１
００は、セパレートキーＫ１の画像を消すようにしても良い。同様に、携帯電話機１が開
いた状態で、第１表示面１１ｃまたは第２表示面２１ｃにフル画面キーＫ２が表示されて
いるときに、携帯電話機１が閉じられる場合がある。この場合、もはやフル画面表示には
切り替えられないため、ＣＰＵ１００は、フル画面キーＫ２の画像を消すようにしても良
い。
【０１２６】
　さらに、上記実施の形態では、アプリケーションとして、ウェブブラウザを例にとって
説明したが、勿論、メールのアプリケーション、アドレス帳のアプリケーション、動画を
再生するアプリケーションン等、他のアプリケーションの実行画面において、フル画面表
示と２画面表示と間の表示形態の切り替えが行われても良い。
【０１２７】
　さらに、本発明の携帯端末装置は、携帯電話機に限られず、ＰＤＡ（PersonalDigital 
Assistant）、タブレットＰＣ（Tablet PC）等であってもよい。
【０１２８】
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　この他、本発明の実施の形態は、特許請求の範囲に示された技術的思想の範囲内におい
て、適宜、種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０１２９】
　　　　１１　第１ディスプレイ（第１表示部、第２表示部）
　　　　１２　第１タッチセンサ（検出部）
　　　　１４　磁石（切替部）
　　　　１６　突起部（切替部）
　　　　１７　突起部（切替部）
　　　　２１　第２ディスプレイ（第１表示部、第２表示部）
　　　　２２　第２タッチセンサ（検出部）
　　　　２３　磁石（切替部）
　　　　２６　軸部（切替部）
　　　　２７　軸部（切替部）
　　　　３４　コイルバネ（切替部）
　　　　３９　案内溝（切替部）
　　　１００　ＣＰＵ（制御部）
　　　２００　メモリ（記憶部）
　　　　Ｋ１　セパレートキー（操作部）
　　　　Ｋ２　フル画面キー（操作部、第１操作部、第２操作部）

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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